近代英語協会ニューズレター
2007年 (平成19年) 12月15日
１．近代英語協会第25回大会について
第25回大会は2008年5月23日（金）に広島女学院大学（広島市東区牛田東4-13-1）において開催されます。シンポジウムは橋本功先生（信州大学教授）に司会をして頂く予定です。講師の先生方は、大門正幸先生 (中部大学)、大野英志先生 (倉敷芸術科学大学)、児馬修先生 (慶應義塾大学)、八木橋宏勇先生 （杏林大学）です。テーマは「中英語と近代英語の接続について」となっております。個人研究発表の締め切りは2008年1月31日 (木) となっております。発表をご希望の方は、300字程度の要旨に氏名・略歴・所属・職位・連絡先（住所、電話番号、e-mailアドレス）を添えて下記事務局宛てにお申し込み下さい。
２．近代英語協会第25回大会特別講演について
第25回大会では、安藤貞雄広島大学名誉教授を招いて、「英文法を探る」というテーマで講演を予定しております。
３．『近代英語研究』第24号の発行について
3編の論文、1編の研究ノート、4編の書評の応募がありました。審査の結果、1編の論文、3編の書評が掲載可、2編の論文と1編の書評が再審査、1編の研究ノートが掲載不可となりました。5月の発行を目指して、現在編集作業を進めております。第26号(2009年5月発行)の投稿締め切りは2008年9月15日 (月)となっております。
４．第14回新人賞について
今回応募論文はありませんでしたが、来年度も一般投稿と同じ9月15日 (月)を締め切り日として新人賞の応募をいたします。応募時に37歳以下の会員ならどなたでも応募でき、匿名で審査されます。どうか奮ってご応募ください。
５．役員の交替について
編集委員会にて、水野和穂先生に替わり、次期編集委員長として小迫勝先生（岡山大学教授）が選出されました。
６．事務局からの論文投稿・研究発表応募に関するお願い
『近代英語研究』に掲載しておりますように、英語論文に関して、英語を母語としない投稿者については投稿前に必ずネイティブ・スピーカーによる原稿のチェックを受けた上で応募ください。（＊学会誌への二重投稿、研究発表への二重応募はお控えください。）
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